
11
月
28
日
（
水
）
本
会
議
で
、

松
本
ひ
ろ
か
ず
議
員
は
、
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
の
管
理
・
運
営
を
来

年
４
月
か
ら
５
年
間
、
（
株
）
ト

ラ
イ
グ
ル
ー
プ
に
指
定
管
理
者
と

し
て
指
定
す
る
議
案
に
つ
い
て
質

疑
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

「
支
援
員
１
６
０
人
の
身
分
、

児
童
の
保
育
に
関
わ
る
重
大
な
こ

と
を
、
関
係
者
に
知
ら
せ
も
し
な

い
で
、
市
の
職
員
９
名
で
決
定
し

た
こ
と
は
大
問
題
」
と
指
摘
。
こ

ど
も
未
来
部
長
は
「
ル
ー
ル
に
も

と
づ
い
て
お
こ
な
っ
た
。
選
定
委

員
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
必
要
が

あ
れ
ば
全
庁
的
に
見
直
す
必
要
が

あ
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

募
集
要
項
で
は
、
支
援
員
の
配

置
は
、
「
支
援
の
単
位
ご
と
に
常

勤
支
援
員
を
必
ず
２
人
以
上
配
置

す
る
こ
と
。
51
人
か
ら
70
人
の
場

合
は
、
25
人
に
つ
き
１
人
以
上
を

加
配
す
る
こ
と
」
と
な
っ
て
い
ま

す
。
30
年
度
の
入
室
児
童
数
を
元

に
算
出
す
る
と
、
社
会
福
祉
協
議

会
（
社
協
）
は
91
人
の
常
勤
支
援

員
が
必
要
と
算
出
し
ま
し
た
。

ま
た
、｢

特
別
支
援
児
童
の
入
室

ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
は
、
原
則
、
支

援
員
を
加
配
す
る
こ
と
」
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、

社
協
が
「
特
別
支
援
児
童
入
室
ク

ラ
ブ
の
支
援
員
加
配
は
、
常
勤
支

援
員
の
こ
と
か
」
と
の
事
前
に
質

問
に
対
し
て
、
市
は
「
支
援
員
は

常
勤
の
職
員
（
有
資
格
者
）
を
指

す
」
と
回
答
。
こ
の
回
答
に
よ
り

社
協
は
、
40
ク
ラ
ブ
す
べ
て
に
１

名
ず
つ
常
勤
支
援
員
を
加
配
し
て

合
計
１
３
１
人
の
常
勤
支
援
員
が

必
要
と
計
算
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
質
疑
で
部
長
は
「
見

解
の
相
違
で
、
常
勤
支
援
員
は
93

人
と
考
え
て
い
る
。
特
別
支
援
児

童
支
援
員
の
加
配
は
常
勤
・
非
常

勤
の
ど
ち
ら
で
も
良
い
と
な
っ
て

い
る
」
と
、
社
協
へ
の
回
答
と
は

異
な
る
答
弁
を
し
ま
し
た
。
市
と

社
協
の
人
件
費
算
出
の
根
拠
が
大

き
く
違
う
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り

ま
し
た
。

25
ク
ラ
ブ
に
特
別
支
援
児
童
が
入

室
し
て
い
る
の
で
、
常
勤
支
援
員

は
25
人
を
加
え
１
１
６
人
が
必
要
」

と
主
張
し
ま
し
た
。

市
が
示
し
た
指
定
管
理
料
で
あ

る
「
基
準
価
格
」
は
、
５
年
間
で

20
億
９
７
５
７
万
円
で
約
90
％
は

人
件
費
で
す
。
社
協
は
、
人
件
費

だ
け
で
「
基
準
価
格
を
オ
ー
バ
ー

し
赤
字
に
な
る
」
と
し
て
応
募
し

ま
せ
ん
で
し
た
。

松
本
ひ
ろ
か
ず
議
員
は
「
現
在

の
常
勤
支
援
員
の
給
与
は
月
額
14

万
９
２
０
０
円
～
16
万
５
７
０
０

円
で
、
年
収
は
最
高
で
２
６
０
万

円
程
度
。
民
間
企
業
が
利
益
を
得

る
に
は
、
さ
ら
な
る
低
賃
金
と
必

要
な
備
品
や
教
材
な
ど
の
削
減
が

行
わ
れ
、
保
育
の
質
が
低
下
す
る

こ
と
に
な
る
」
と
指
摘
し
、
指
定

管
理
は
や
め
て
、
越
谷
市
の
よ
う

に
市
の
責
任
で
運
営
（
直
営
）
す

る
よ
う
主
張
し
ま
し
た
。
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課
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児
童
ク
ラ
ブ
は

指
定
管
理
や
め
、
直
営
で

重
大
な
こ
と
を
「
市
の
職

員
だ
け
で
決
定
」
は
問
題
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要
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低
す
ぎ
る
「
基
準
価
格
」

低
賃
金
と
質
の
低
下
に

松
本
ひ
ろ
か
ず
議
員
は
「
現
在
、



11
月
14
日
、
党
市
議
団
は
、

公
共
交
通
を
軸
と
し
て
ま
ち
づ

く
り
を
す
す
め
て
い
る
富
山
市

（
41
万
８
６
８
６
人
）
を
視
察

し
ま
し
た
。

富
山
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
基

本
方
針
は
「
鉄
軌
道
を
は
じ
め

と
す
る
公
共
交
通
を
活
性
化
さ

せ
、
そ
の
沿
線
に
居
住
、
商
業
、

業
務
、
文
化
等
の
都
市
の
機
能

を
集
積
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

公
共
交
通
を
軸
と
し
た
コ
ン
パ

ク
ト
な
街
づ
く
り
」
で
す
。

第
１
に
取
り
組
ん
だ
の
は
、

富
山
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
の
整
備

（
平
18
）
で
す
。
赤
字
だ
っ
た

Ｊ
Ｒ
富
山
港
線
を
低
床
車
両
と

し
、
運
行
間
隔
の
短
縮
（
30
～

60
分
を
15
分
間
隔
）
や
駅
の
増

設
で
、
出
歩
か
な
か
っ
た
高
齢

者
の
乗
客
数
が
２
倍
に
な
り
ま

し
た
。

第
２
は
、
以
前
か
ら
走
っ
て

い
た
路
面
電
車
を
一
部
延
伸
し
、

環
状
化
し
た
こ
と
に
よ
り
、
高

齢
者
の
外
出
機
会
が
増
え
、
ま

ち
な
か
居
住
者
が
歩
い
て
暮
ら

せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

第
３
は
、
Ｊ
Ｒ
高
山
本
線
に

新
駅
を
つ
く
り
、
駅
前
広
場
、

ト
イ
レ
な
ど
を
整
備
し
た
こ
と

に
よ
り
、
乗
客
数
を
増
加
し
ま

し
た
。

そ
の
他
、
交
通
施
策
充
実
の

た
め
に
、
①
65
才
以
上
の
高
齢

者
に
、
中
心
市
街
地
に
出
か
け

る
際
に
公
共
交
通
利
用
料
金
を

１
０
０
円
に
す
る
「
お
出
か
け

定
期
券
事
業
」
、
②
花
束
を
購

入
し
、
市
内
電
車
等
に
乗
車
す

る
と
運
賃
が
無
料
に
な
る
「
花

Ｔ
ｒ
ａ
ｍ
モ
デ
ル
事
業
、
③
ホ

テ
ル
の
宿
泊
客
に
市
電
料
金
半

額
（
外
国
人
は
無
料
）
の
利
用

券
を
配
布
す
る
事
業
な
ど
に
取

り
組
み
中
心
市
街
地
の
活
性
化

を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
合
併
し
た
自
治
体
の

公
共
交
通
も
充
実
し
て
い
ま
す
、

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

は
、
自
主
運
行
を
基
本
と
し
、

市
が
運
行
経
費
を
補
助
し
、
困

難
な
中
山
間
地
域
で
は
市
が
運

行
し
て
い
ま
す
。
バ
ス
の
運
行

が
で
き
な
い
山
間
地
で
は
高
齢

者
を
対
象
と
し
た
予
約
型
乗
合

タ
ク
シ
ー
を
導
入
し
、
北
部
地

域
で
は
、
富
山
ラ
イ
ト
レ
ー
ル

に
接
続
し
た
フ
ィ
ー
ダ
ー
バ
ス

（
支
線
）
の
運
行
な
ど
を
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
。

コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り

の
軸
と
な
る
幹
線
公
共
交
通
の

整
備
と
と
も
に
、
郊
外
な
ど
で

は
生
活
交
通
を
確
保
す
る
こ
と

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

「
市
が
財
源
を
負
担
し
て
、

住
民
に
利
用
し
て
も
ら
う
こ
と

が
経
済
効
果
で
す
。
」
と
の
話

し
に
自
治
体
の
あ
る
べ
き
姿
が

あ
り
ま
し
た
。

春
日
部
市
も
「
駅
を
拠
点
と

し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ
ン
パ

ク
ト
シ
テ
ィ
」
を
施
策
に
掲
げ

て
い
ま
す
が
、
更
な
る
公
共
交

通
の
充
実
が
必
要
で
す
。
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日
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12/ 9(日) 藤通り大和田内科クリニック（内科系）中央2-17-10 電話760-2220 岡田医院（小児科系）

一ノ割2-6-12 電話763-7848 わかば耳鼻咽喉科医院(外科系)中央1-11-4 電話763-0908

12/16(日) 木田内科医院（内科系)中央1-11-4 電話763-0183 グレース家庭医療クリニック(小児科系)

大衾610-10 電話718-0107 梅原病院(外科系)小渕455-1 電話752‐2152
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富山市の中心部を走る路面電車

ライトレール

公
共
交
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く
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必
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